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プロジェクトに関するお問い合わせ
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ARTISTS’ FAIR KYOTO実行委員会
（事務局：京都府文化生活部文化芸術課）
https://www.artists-fair.kyoto/

2026年1月16日（金）より、お得なAFKフリーパスチケット発売開始！
早春の京都で、フェアと街なかをつなぐサテライト展

「ARTISTS' FAIR KYOTO：SATELLITE 2026」開催決定

● 広報用画像はこちらからダウンロードいただけます

https://rebrand.ly/vrd23aq
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　京都府、京都新聞、ARTISTS’ FAIR KYOTO実行委員会は、「ARTISTS' FAIR KYOTO 2026」(略称：AFK2026)のお得なフリーパスチケットを2026年1
月16日（金）より2月20日(金)まで、オンラインにて販売いたします。
　歴史と伝統が息づく京都を舞台にしたアーティスト主導のアートフェア「ARTISTS' FAIR KYOTO」。2026年は、京都国立博物館 明治古都館や臨済宗
大本山 東福寺といった、文化的・歴史的価値を有する会場を舞台に、ペインティングやインスタレーションなど多様な表現が一堂に会します。
　また、本フェアのサテライトイベントとして、京都市内の企業やギャラリー、商業施設、ホテルなど6箇所を会場に、AFKに所縁のあるアーティストをフィ
ーチャーした「ARTISTS’ FAIR KYOTO：SATELLITE 2026」を開催。アート愛好家から初心者まで、幅広い層に向けて、身近にアートと出会う機会を広
げます。
　さらにAFK会期中には、臨済宗大本山 東福寺にて、多様な領域で活動するクリエイターなどを招いたトークプログラムを実施いたします。協賛企業で
ある株式会社マイナビ、安田産業グループ、幻冬舎コミックスなどがサポートするトークセッションに加え、若手批評家の育成と活動支援を目的としたプロ
ジェクト「歴史・批評・芸術」も展開。アート、ビジネス、批評といった複数の視点から、現代アートを多角的に捉える場を創出いたします。
　そのほか、AFK2018、2019に出品した品川亮による特別展や「AFK2025 マイナビ ART AWARD」で最優秀賞を受賞した本岡景太による個展、京都で
活動するアーティストの制作現場を特別に公開する「OPEN ARTISTS’ STUDIO 2026」など、多彩なプログラムをご用意しております。
早春の京都を巡りながらアートと出会える、AFK2026。アートを通じて、まちと人、表現と思考が交差する新しい鑑賞体験をお楽しみください。

サテライト展、トークプログラム、特別展、オープンスタジオ̶
観る、聴く、巡る。アートに染まる京都で五感をひらく鑑賞体験を
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ARTISTS' FAIR KYOTO：SATELLITE 2026

ARTISTS’ FAIR KYOTO のコンセプトに共感いただいた企業が、ともに京都から発信するアート
シーンを盛り上げるため、ARTISTS’ FAIR KYOTOに所縁のあるアーティストをフィーチャーした
展覧会を京都市内の各所で開催します。

入場料：全て入場無料
URL　：https://artists-fair.kyoto/events/

展覧会タイトル： tomatoman What's happened
アーティスト：丸井花穂
日　程：2026年2月20日(金)～2月23日(月・祝)
時　間：10:00～18:00
会　場：Artist-in-Residence 賀茂なす
住　所：京都市下京区下長福寺町276
　　　 （酒とこおり ばんくす 2F）
お問い合わせ： kamonasu-management@ylabs.co.jp

Artist-in-Residence 賀茂なす

展覧会タイトル：ホテルのロビーでレジデンス
アーティスト：西垣肇也樹
日　程：2026年2月19日(木)～3月29日(日)　
　　　  ※2月21(土) 17:00～ アーティストトーク
時　間：常時開場
会　場：THE THOUSAND KYOTO 1階 アートギャラリー
住　所：京都市下京区東塩小路町570
お問い合わせ：press@keihanhotels-resorts.co.jp

THE THOUSAND KYOTO 1階 アートギャラリー

展覧会タイトル：大庭大介
アーティスト：大庭大介
日　程：2026年2月15日(日)～3月3日(火)　
時　間：10:00～20:00
会　場：大丸京都店 1階四条正面入口横ショーウインドウ
住　所：京都市下京区四条通高倉西入立売西町79
お問い合わせ：050-1790-3000（10:00-19:00）

大丸京都店 1階四条正面入口横ショーウインドウ

大庭大介《M》2019
Photo by Nobutada Omote

展覧会タイトル：色と輪郭
アーティスト：本岡景太
日　程：2026年2月10日(火)～3月2日(月)
時　間：10:00～20:00
　　　 ※最終日は17:00まで
会　場：京都 蔦屋書店 6F アートウォール
住　所：京都市下京区四条通寺町東入二丁目御旅町35
　　　   京都髙島屋S.C.［T8］6階
お問い合わせ：kyoto.info@ttclifestyle.co.jp

京都 蔦屋書店 6F アートウォール
© 2023 Nacasa & Partners Inc. all rights reserved.
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展覧会タイトル：松平莉奈 個展「無縫の天地」
アーティスト：松平莉奈
日　程：2026年2月19日(木)～4月14日(火)
　　　  ※2月21日(土)14:00～アーティストトーク
　　　  ※水曜休館
時　間：10:00～17:00
会　場：千總ギャラリー〈ギャラリー 2〉
住　所：京都市中京区三条通烏丸西入御倉町80 千總本店 2階
お問い合わせ：075-253-1555（千總本店）

千總ギャラリー〈ギャラリー 2〉撮影：森公一

ARTISTS’ FAIR KYOTO トークプログラム
臨済宗大本山 東福寺においてトークプログラムを開催します。

日　　程：2026年2月28日（土）
時　　間：14:30～15:30（14:00開場）
登 壇 者 ：椿昇（ARTISTS’ FAIR KYOTO ディレクター、京都芸術大学教授）
　　　　　八重樫文（立命館大学教授）
　　　　　柳生顕代（ARTOTHÈQUE アシスタントディレクター、ARTISTS’ FAIR 
　　　　　KYOTOプログラムコーディネーター )
会　　場：東福寺 大慧殿
参 加 費  ：無料
申し込みURL：https://peatix.com/event/4800690/

展覧会タイトル：The Threshold of Non-Duality（不二へと至る閾）
アーティスト：山田晋也
日　程：2026年1月23日(金)～2月23日(月・祝)
　　　  ※日曜休館
時　間：10:00～18:00
会　場：MtK Contemporary Art
住　所：京都市左京区岡崎南御所町20-1
お問い合わせ：info@mtkcontemporaryart.com

MtK Contemporary Art

ARTISTS' FAIR KYOTO：SATELLITE 2026

マイナビpresents
ARTISTS’ FAIR KYOTO 2026 シンポジウム

椿昇 八重樫文 柳生顕代
© Sarnath Banerjee

日　　程：2026年2月20日（金）
時　　間：14:30～15:30（14:00開場）
登 壇 者 ：ヤノベケンジ（現代美術家）
　　　　　安田義崇（安田産業グループ）
会　　場：東福寺 大慧殿
参 加 費  ：無料
申し込みURL：https://peatix.com/event/4770210/ 

安田産業グループpresents
ヤノベケンジ　トークショー

ヤノベケンジ 安田義崇



取材・掲載についてのお問い合わせ
取材依頼、画像提供、ご不明点などお気軽にお問い合わせください。

広報担当：篠原礼子（liil inc.）
E-mail:reiko@liil.com / Cell：090-3535-9012

4/8

プロジェクトに関するお問い合わせ
京都府、京都新聞
ARTISTS’ FAIR KYOTO実行委員会
（事務局：京都府文化生活部文化芸術課）
https://www.artists-fair.kyoto/

● 広報用画像はこちらからダウンロードいただけます

https://rebrand.ly/vrd23aq

2026.1.16
Press Release

ARTISTS’ FAIR KYOTO トークプログラム

日　　程：2026年2月23日（月・祝）
時　　間：13:30～14:30（13:00開場）
登 壇 者 ：くるねこ大和（漫画家）
　　　　　齋藤至代（幻冬舎コミックス）
　　　　　森村繭子（MC）
会　　場：東福寺 大慧殿
参 加 費  ：無料
申し込みURL：https://peatix.com/event/4791592/

幻冬舎コミックスpresents
漫画家 くるねこ大和と編集者

若手批評家育成プロジェクト『歴史・批評 ・芸術』

第1部：2026年2月22日（日）13:15～14:30(13:05開場 )　「制作原理のつくり方」
宇田川直寛は、家を制作の場として親子関係やケアのなかで立ち上がる力学を見つめながら、日常の規範＝「家のやり方」を制作原理として定めている。松原茉莉は、水溶紙にプリント
した写真を溶かして、触覚的な操作で再構成する「フォト・アブストラクティング」を核に、「存在」の感覚を写真に触れることで探っていく。両者はそれぞれ、制作における条件や前提
を自ら設定しながら、「写真とは何か／どう作るか」を実践を通じて問い直している。本セッションでは、その手順と判断の積み重ねを辿る。

本プロジェクトは、日本の現代美術が国際的な評価を得るために、グローバルなレベルでの評価に耐えられる批評を生み出し、国際的に競合しうる高度
な批評を執筆する能力をもつ批評家を育成するプロジェクトです。批評家は、3年毎にプロジェクトディレクターとプロジェクトアドバイザーによって2名
が選定され、批評家は2名ずつ若手アーティストを選定した上で批評を執筆。執筆された批評はバイリンガルで書籍化され、国内の美術関係者をはじめ、
海外の重要な美術館、ギャラリー、大学、調査機関や文化機関に献本・発送します。さらに、文化教育のためにシンポジウム、レクチャーを行い、プロ
ジェクトについて広く一般に認知する活動も行います。今年度より高嶋慈と村上由鶴が執筆を担当します。そしてこの度、本書の刊行を記念したトーク
セッションを開催いたします。本イベントにご参加の方は、当日限定で批評書を特別価格2,000円（税込）にてご購入いただけます。2月27日（金）以降は、
下記URLより定価2,650円（税込）でご購入頂けます。販売部数に限りがございますので予めご了承下さい。https://ycassociates.thebase.in/

プログラムディレクター：千葉由美子（Yumiko Chiba Associates 代表取締役、若手批評家育成プロジェクトディレクター）
アドバイザー：沢山遼（美術批評家）／椿昇（ARTISTS' FAIR KYOTOディレクター、現代美術作家、京都芸術大学教授）／山本浩貴（文化研究者、
　　　　　　  実践女子大学文学部 美学美術史学科准教授）
会　場：東福寺 大慧殿  
参加費：無料
申し込みURL：https://peatix.com/event/4770197/
主催：D/C/F/A

登壇者 モデレーター

村上由鶴（写真研究・
美術批評）

宇田川直寛（写真家） 松原茉莉（写真家・アーティ
スト）

沢山遼（美術批評家）

©くるねこ大和

千葉由美子（Yumiko 
Chiba Associates 代表
取締役、若手批評家育成
プロジェクトディレクター）

司会
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展覧会タイトル： 本岡景太 個展「IMMANENT FOLD：図像
　　　　　　　　と物質の内在的折り目」
アーティスト：本岡景太
日　程：2026年2月20日（金）～3月1日（日）
時　間：9:00～16:00(最終入場15:30)
会　場：臨済宗大本山 東福寺 大書院
住　所：京都市東山区本町15丁目778
入場料：AFK Resonance Exhibition入場料に含まれる
お問い合わせ：motookakeita@gmail.com

臨済宗大本山 東福寺

スタジオ探検ツアー 
日　時：2026年2月21日(土)、2月22日(日)午前(9:30～12:40)・午後（13:40～16:40） ※各日2回
会　場：京都市左京区・右京区エリア（ANTI MORAL SCHOOL 京都浄土寺スタジオ、銀月スタジオ、山ノ外スタジオ）、南区・山科区エリア（吉祥院スタジオ、
　　　　shu、Sfye M.）でエリアを分けて実施
参加費：無料
定　員：各回先着30名まで（定員に達し次第、申込を締め切ります）
事前申込制：2026年1月29日(木)までに、webフォーム（https://forms.office.com/r/Bz2fYb32xU）からお申込みください。

ARTISTS’ FAIR KYOTOの過去出品アーティストも参加するオープンスタジオ企画を開催。アーティストの創作の裏側にスポットを当てて、京都市内6箇所の個性
豊かなシェアスタジオを限定公開します。6つのスタジオから31名のアーティストが参加。各スタジオを巡るガイド付きバスツアーも開催します。

日　時：2026年2月21日(土)～2月22日(日)  10:00～18:00
会　場：プログラム参加スタジオ６箇所
　　　　吉祥院スタジオ、銀月スタジオ、ANTI MORAL SCHOOL 京都浄土寺スタジオ、Sfye M. 、shu、山ノ外スタジオ
入場料：全て無料
URL　：https://www.pref.kyoto.jp/bungei/artiststudio.html

OPEN ARTISTS’ STUDIO 2026

ARTISTS’ FAIR KYOTO 特別展

京都国立博物館 茶室 堪庵品川亮「落雁」

展覧会タイトル：ひとの多い方へ
アーティスト：品川亮
日　程：2026年2月21日(土)～2月23日(月・祝)
時　間：9:30～17:00(最終入場16:30)
会　場：京都国立博物館 茶室 堪庵
住　所：京都市東山区茶屋町527
入場料：AFKメイン会場入場料に含まれる
お問い合わせ：info@artotheque.jp

第2部：2026年2月22日（日）14:40 ～ 15:45 「制作論としてのリサーチ」

ARTISTS’ FAIR KYOTO トークプログラム

井上裕加里は、イランとパキスタンで起きた「名誉殺人」の事例を、イスラーム圏のバービー風着せ替え人形を被写体とし、イランの路上で再現的に撮影する。
大和楓は、辺野古の米軍新基地建設に対する座り込み抗議や、沖縄戦時に捕虜収容所に収容された人物の姿勢を自らの身体で再演する（あるいは、再演のための装置を制作する）。
両者のテーマは異なるが、ともに「リサーチ」がベースにある。本セッションでは、思考・試行の時間としてのリサーチについて議論を深める。

登壇者

井上裕加里（アーティスト）
photo by Hyogo Mugyuda

高嶋慈（美術・舞台芸術
批評）

大和楓（アーティスト）
photo by Minako Yamato

山本浩貴（文化研究者、
実践女子大学文学部
美学美術史学科准教授）

モデレーター

千葉由美子（Yumiko 
Chiba Associates 代表
取締役、若手批評家育成
プロジェクトディレクター）

司会
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OPEN ARTISTS’ STUDIO 2026

参加スタジオ

スタジオ ：ANTI MORAL SCHOOL 京都浄土寺スタジオ
住　  　所：京都市左京区浄土寺上馬場町112番地
アーティスト：REMA、rajiogoogoo、川上愛理、高橋順平

ANTI MORAL SCHOOL（A.M.S.）は、アーティスト
数名で運営する予約訪問可能のフレキシブルスペー
スです。 1Fは小規模な展示スペース、2Fはオフィ
ス、3Fは若手作家2名が在籍する共同スタジオとし
て機能しています。各作家の作品を直接販売するほ
か、 A.M.S.は予約制で開放しており、作品やアーテ
ィストとの交流をお楽しみいただけます。 3か月に1
度のイベントも開催。外部での展覧会とは異なる、
アーティストや作品との距離感を体験できます。

スタジオ ：銀月スタジオ
住　  　所：京都市左京区北白川伊織町30
　　　　　 銀月アパートメント
アーティスト：白石効栽、澤田光琉、呉瑋瑩、高尾岳央
　　　　　（ゲスト）神谷徹、髙戸蒼月花、佐谷由佳

銀月スタジオは北白川の疏水沿いにある、銀月アパ
ートメントの一角の部屋を絵画表現を主とした4人
でシェアアトリエとして利用しています。大正期に
建てられたとされる銀月アパートメントでは庭には
日本の原種の桜があるなど、100年近い歴史を持っ
た貴重な建築物です。有名な映画監督や表現者が住
んでいた噂や、映画や小説の舞台になったりと文化
を感じることができます。このような歴史的な場所
で表現を探求しています。
※アパートのため住民の方も住んでおられますのでアトリエ
以外の場所への侵入や散策などはご遠慮頂きます。ご理解の
ほどお願い致します。

スタジオ ：吉祥院スタジオ
住　  　所：京都市南区吉祥院新田弐ノ段町38-1
アーティスト：水田寛、沖見かれん、鈴木健太郎、　　
　　　　　 宮本美紗季、安井雪乃、賀城喜之

吉祥院スタジオは京都市南区の、金属加工や自動車
修理の工場などが軒を連ねる、ものづくりの盛んな
地域の一角にあります。1階は印刷工場で、その２
階の元々染色工房だった場所を改装し、彫刻や絵画
などを制作する7名のアーティストがアトリエとし
て使用しています。今回はそのうち6名が制作現場
を公開します。

スタジオ ：山ノ外スタジオ
住　  　所：京都市右京区太秦安井辻ノ内町15-9
アーティスト：大谷史乃、津村侑希、松井沙都子、　　
　　　　　 吉田奈々

2019年太秦にオープンしたスタジオで、４名の作家
が所属しています。中庭や縁側など民家ならではの
つくりと、2階建ての倉庫を備えています。2022年
春に、倉庫2階を展示スペースとして改装し「山ノ外
スタジオギャラリー」をオープンしました。オープ
ンスタジオに併せて、所属作家企画による展覧会を
開催します。

スタジオ ：shu
住　  　所：京都市山科区東野片下町85-5 1階
アーティスト：岡田佑里奈、松岡柚歩、大澤巴瑠、
　　　　　 岡本ビク

2020年のコロナ禍から始まった制作スタジオ、shu
（しゅう）は2022年に旧スタジオから山科地区の大
型スタジオへと移転し、現在は平面作品を制作する
アーティストが所属しています。作業場でもありホ
ワイトキューブでもある可動式の広々とした空間が
特徴的なスタジオです。

スタジオ ：Sfye M.
住　  　所：京都市山科区西野大手先町 8, 10, 12
アーティスト：森夕香、松平莉奈、松川朋奈、
　　　　　 マツムラアヤコ、河嶋菜々、松田唯

Sfye M.（スフィエ エム）は、京都山科にある、村田金属
工業を母体とした3棟からなる建物です。大正4年
（1915年）に村田金物店として開業しました。 もともと設
計室、作業場、事務所、店舗、倉庫、住居など、使われ
なくなった空間からなる3棟は、古き良きものを残すた
め、代替りにより2018年から5年の歳月をかけて、1棟
づつSSKにより大規模な改修を行ってきました。旧醍
醐街道沿いに隣接し、近くには寺院や小学校、御廟所
があり、山々やたくさんの緑、川や水路がながれる自
然豊かな場所です。 現在ではアトリエ、事務所、レント
スペースのSfye Spaceなど、として利用されています。
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＜開催概要＞

＜お問い合わせ＞
ARTISTS’ FAIR KYOTO実行委員会事務局

0120-221-884 （10:00～17:00） T E L ：

チケット
チケット種別　　　対象/会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　価格/販売期間・備考

※京都国立博物館は高校生以下無料（要・学生証）
※チケットのご提示で、京都国立博物館 平成知新館の名品ギャラリー（平常展示）を無料でご観覧いただけます。
※未就学児は無料（要保護者同伴）
※障がい者手帳等を御提示の方と付き添い1 名までは無料

ARTISTS’ FAIR KYOTO 2026

メイン会場

会　場：

日　程：

時　間：

京都国立博物館 明治古都館（京都市東山区茶屋町527）

2026年2月21日(土)～2月23日(月・祝)

9:30～17:00(最終入場16:30)

京都国立博物館 明治古都館

京都国立博物館 明治古都館 2025年の様子

臨済宗大本山 東福寺

臨済宗大本山 東福寺（方丈）2025年の様子

https://artists-fair.kyoto/URL：

AFK Resonance Exhibition会場

会　場：

日　程：

時　間：

臨済宗大本山 東福寺（京都市東山区本町15丁目778） 

2026年2月21日(土)～3月1日(日)

9:00～16:00(最終入場15:30)

フリーパス

当日単館券

メイン会場

AFK Resonance Exhibition会場
一般1,800円/大学生900円（要・学生証）

一般・大学・高校：1,000円

小学・中学：500円

2,000円　
事前・オンラインのみ販売。2月20日(金)23:59まで

AFK全会場共通

京都国立博物館 明治古都館

臨済宗大本山 東福寺（方丈／通天橋）
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株式会社マイナビ

Sanyoホールディングス株式会社、ポノス株式会社、アイフル株式会社、
AGペイメントサービス株式会社、ASSETBANK株式会社

安田産業株式会社、株式会社ORI、幻冬舎コミックス、野村ホールディングス株式会社、

八光エルアール株式会社、株式会社大丸松坂屋百貨店、DMG森精機株式会社

株式会社バロック、BLEW株式会社、Y-Labs株式会社
ニデック京都タワー、エイテックス株式会社、アレイ株式会社、コミュニティ・バンク京信、株式会社千總、虎の穴、

フクシマガリレイ株式会社、葵商事株式会社、株式会社アールセッション、株式会社長谷ビル、YOLOs

Official Partners　　　    ：

助 　 成 ：
特 別 協 力：
協 　 力 ：
展 示 協 力：

Official Railway Partner      ：京阪ホールディングス株式会社、京阪電気鉄道株式会社

Off ic ial  Platform Partner：京都 蔦屋書店

Official Media Partner　   ：美術手帖

Official Print Partners　   ：株式会社写真化学、株式会社サンエムカラー

Official Hotel Partners　  ：ザ・サウザンド京都、フォーシーズンズホテル京都

Official SAKE Partner      ：月桂冠株式会社

Official Akinai Partner     ：株式会社スマレジ

令和7年度 内閣府 新しい地方経済・生活環境創生交付金、一般財団法人川村文化芸術振興財団、一般財団法人NISSHA財団　
臨済宗大本山 東福寺
MBSテレビ、有限会社前田珈琲
滋賀県立大学陶器浩一研究室

主 　 催 ：
後 　 援 ：

京都府、京都新聞、ARTISTS’ FAIR KYOTO実行委員会
経済産業省、文化庁、京都商工会議所、一般社団法人京都経済同友会

Premium Partners　　　　  ：

Lead Partner　　　  ：


